
この度，九州大学附属図書館の副館長の吉田先生，eリソースサービス室の大瀧様，
沖様から，九州大学におけるOAジャーナルの論文数の傾向について分析されたレ
ポートをいただきました。

九大の吉田先生は，増大する電子ジャーナル経費の見直しにおいては，従来の購読
型ジャーナルだけではなく，OAジャーナルも視野に入れなくてはならない，現場の大学
教員はAPCと論文投稿料の区別がついていない可能性があることも考慮に入れなくて
はならないというご意見をお持ち，ということで，今回のセミナーのAPCというテーマに関
連して，九州大学として何かコメントがあれば，ということで，今回のスライドをご提供い
ただいた次第です。
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SPARC Japanの調査では，APCによるOAジャーナルとして857のタイトルリストを例示させ
ていただきました。

九州大学では，電子ジャーナルの選定などの参考のために，SCOPUSのデータを購入
されたとのことです。

今回は，この研究者の論文数のデータに，APCによるOAジャーナル857タイトルをマッ
チングして，OAジャーナルの論文数を算出されました。
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SPARC Japanの調査報告の前半に，予備調査として世界全体および国内の論文数の傾
向を示しておりますが，この表はそちらと同じものです。

２０１０年から２０１２年にかけて，総論文数は，１４８万から１６５万へと増大しています。
一方，

① 国内研究者の論文数は増加しているが、総論文数に占める比率は縮小傾向にあ
り、ゆゆしき事態であった。
② 総論文数にOAジャーナルへの掲載論文数が占める比率は、全体vs国内で年次変
化も比率もほぼ同等であった。
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先ほどのスライドの表に，九州大学の論文数の状況を追加したものが
こちらの表です。

① 九大研究者による総論文数は増加しており、国内研究者による総論文数に占める
比率は増大傾向にあった。
② 九大研究者によるOAジャーナルへの掲載論文数は、2011年に一旦減少しており、
2012年には2010年の1.7倍へと増大した。
③ 九大研究者による総論文数にOAジャーナルへの掲載論文数が占める比率は、国
内研究者によるものよりも小さかった。

なお，
「九大研究者による総論文数」と「九大研究者によるOAジャーナルへの掲載論文数」
の項目は、複数部局の研究者による共著論文を、重複してカウントしているため、実
際の論文数とは異なる可能性がある
とのことです。（同じ部局内での共著は，重複を排除してカウントしているとのことです）
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先ほどの論文数について，著者ごとの所属で分類したときの表です。

① 九大研究者によるOAジャーナルへの掲載論文数は、2011年に一旦減少していた
が、2008年から見ると増大傾向であり、2012年は複数の部局で急増していた。
② 部局別にみると、OAジャーナルへの掲載論文数は、工学系、理学系、生命科学系、
医学系がその多くを占めていた。
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今回の九州大学での調査分析を通して，九州大学としてOA論文数が確かに伸びてい
ること，また，どの分野が多く占めているのかが判明しました。

九州大学におけるOAジャーナルへの論文掲載数の比率は，国内平均よりも低いもの
の，スライド５にあるように全体として増加傾向であり，このようなエビデンスを基に，
APCの経費を大学として今後どう考えていくか，OAジャーナルへの掲載の際に問題とな
る悪徳出版社をどう排除していくかなどについて，検討の必要性を再認識することと
なった。

また，
九州大学では、平成19年度から電子ジャーナル購読料の一部を全学共通経費から支
出している。
今回の検討で明らかになった、研究成果の発信先としてAPCによるOAジャーナルの比
率の増大が継続すれば、将来的にAPCの一部を全学共通経費化することについて検
討する可能性があると考えている。
その際、APCによるOAジャーナルへの掲載論文数が多い部局、少ない部局を、各々の
意味におけるステークホルダーとして認識しておくことは重要だと認識している。
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